
議会改革度調査２０１５（早稲田大学マニフェスト研究所）の結果について 

 

 

１ ランキング 

総合順位 福知山市議会 全国 総合１０位（昨年度は２７位） 

・京都府内の府市町村議会では１位 

※調査対象は全国都道府県、市区町村議会 全１，７８８議会 

  

個別順位  

   情報共有 全国３３位（69） 

  住民参加 全国 ９位（48） 

  機能強化 全国２５位（27） 

 

 

 

２ 調査のポイント 

     議会のための議会改革ではなく、地域課題を解決する議会に向けての取

り組みを重視。 

《 情報共有 》 

  ・賛否結果・理由、視察報告、政務活動費の詳細な公開 

  ・議会だよりの改善・工夫点、ＨＰやＳＮＳの活用 

  ・広報（広聴）に関する効果的な戦略の策定や検証 

 《 住民参加 》 

  ・傍聴しやすくするための具体的な工夫 

  ・参考人招致、公聴会の実施、傍聴人の発言機会 

  ・シティズンシップの取組み（社会参加・政治参加） 

  ・議会報告会の参加者を増やし、充実させる工夫 

  ・住民から出された意見を政策につなげる仕組み 

 《 機能強化 》 

  ・議会基本条例の検証（自己・第三者・市民評価）、改正 

  ・議会改革に関する実行計画の作成、ＰＤＣＡサイクル 

  ・修正案や提言書の提出、予算決算・地方創生の取組み 

  ・委員会における所管事務調査のテーマ設定、視察・報告 

  ・議会事務局強化、議会図書室の活用、調査研究のための環境整備 

 

 

（過去の福知山市議会のランキング） 

議会改革度調査２０１４  ２７位 

議会改革度調査２０１３  ３７位 

議会改革度調査２０１２ ３１９位 

議会改革度調査２０１１ ５３０位 

議会改革度調査２０１０ ４２６位 



３ ２０１５結果の分析 

本市議会の議会基本条例の施行（H25.4）以降の議会改革の取り組みが評価 

 されたもので、昨年度からランクアップの要因として、平成２７年度から実

施している以下の取り組みが評価されたものと分析しています。 

 ・予算･決算審査の常任委員会化による予算審議等の充実 

・議会報告会の充実、工夫（女性、青年団体とのグループ討論の実施） 

・委員会の調査研究テーマの活動計画の設定、本会議報告 

・出張委員会の実施 

・委員会、会派の行政視察報告会の実施 

・議員研修の充実 

・高校生と議員の意見交換会の実施 など 

 

  

  

４ 調査項目から見た今後の重点テーマについて 

 ・傍聴者、参加者の増加 

・専門的知見の活用（大学や専門機関などとの連携） 

・政策提言の推進（条例提案、政策提言書など） 

 ・議会のＩＣＴ化の推進（タブレット、賛否システム、議場スクリーンなど） 

 ・議会基本条例、議会運営の評価・検証 など 


